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　今回は、音楽活動をされているサークルさんのご紹介をさせ
て頂きます。大正琴、民謡・尺八、コーラスバンド、カラオケ
教室のグループ 5組。(写真は 2022 年度分です。)
①大正琴赤目ひまわり　　第 1・3金曜日 14:00 ～ 16:00 開催
②大正琴赤目白百合会　第 1・3金曜日 9:30 ～ 11:30 開催
③竹朋会　第 2・4火曜日 14:30 ～ 16:30 開催 (7 ～ 10 月 )
④さくらどろっぷ　第 2・4水・木曜日 14:00 ～ 16:00 開催
⑤たんぽぽ　 第 1・3土曜日 9:00 ～ 11:00 開催

開催日に連絡の上、見学ください。　☎63-0329 市民センター

　赤目まちづくり委員会環境部主催で、今回初めての「サンショ

ウウオ・ナイトウォッチング」を開催します。
　我が町・赤目に古代より生息する野生の「オオサンショウウ
オ」に会いに行きませんか。
　※夜間の河川での観察になりますので、くれぐれも足元には
ご注意ください。

　７月１３日１３時より赤目市民センターに愛知県みよし市の
区長さん等２１名の方が来られました。みよし市は、愛知県の
中部・西三河地域に位置する市で、人口約６万２千人。名張市
からは、地域経営室・赤目まちづくり委員会役員等が参加。
　各まちづくりの説明と共に、地域活動・地域づくりに関する
熱心な質疑応答や和やかな懇談があり、大変友好的で有意義な
時間を過ごしました。またお土産に、亀本相談役が作った竹あ
かりをプレゼントして、大変喜ばれました。
　後日、愛知県みよし市役所より、研修会についてお礼状を頂
きました。
　なおいただいた竹あかりは、赤目まちづくり委員会の紹介状
と共に市役所玄関入口に展示してくださることの連絡もいただ
きました。

　７月２２日(土)市民大学講座「第三次天正伊賀の乱」を開催。
今回は、伊賀中世城館調査会会長　松鹿昭二先生を迎えて、第
二次天正伊賀の乱後、地元柏原城 ( 瀧野城 ) は織田勢の支配下
にあったが、本能寺で織田信長が自害したため、勢力を取り戻
した伊賀勢が争奪戦を繰り広げる模様を解説。
　また各地にあった城郭、地形、布陣等写真を交え紹介して頂
きました。非常に地元にとっては、有意義なお話でした。なお
ads ニュースでも紹介されました。

　夏休みになり元気な子供たち放課後児童クラブ学童保育「げ
んきっず」の５３名のみんなが市民センターに来てくれました。
　ボランティアでマジッシャン小林良行さんの、『おもしろく』
『笑わせる』手品を見せて頂きました。暑さに負けずに、楽し
い夏休みを過ごしてください。また８月のサンサンカレー、映
写会にも元気な皆に会えることを楽しみにしています。

　「源氏ボタル (6/10)、ヒメボタル (7/8)」観賞会とも、多く
の参加を頂き無事に終了。吉岡正夫さんや多くの写真愛好家の
方から写真を頂きましたので、ご紹介させて頂きます。

赤目まちづくり委員会・市民センター
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各サークルのご紹介③　

サンショウウオ・ナイトウォッチング開催

市民大学講座開催

詳細は、工芸室に掲示していますので、ご参照ください。

学童保育「げんきっず」訪問 (８月１日 )

 < 今年の蛍の写真 >

愛知県みよし市より区長研修で来訪

赤目まちづくり委員会・市民センター
の情報及びまちづくり通信がホーム
ページでカラーでご覧いただけます。
※スマホ・携帯電話で左の QR コード
を読み取って下さい。

皆様の情報をお寄せください。
いただいた情報は、 取材を進めて、 記事や Web サイトなどで紹介させて

頂きます。 ( 内容は、 リライト ・ 一部加筆訂正致します。 )

赤目まちづくり委員会
赤目市民センター
-----------------------　　ホームページ

 

 

大正琴 白百合 

 

 

 

竹 朋 会 
 

さくらどろっぷ 

 

 
カラオケ「たんぽぽ」 

 

名張市赤目まちづくり委員会
についてご紹介します。

　みよし市区長会は、行政区活動をより活発に

行っていくことを目的とし、令和５年７月13

日、7月14日に区長研修を実施しました。

　研修では、地域活動を熱心に行っている名張

市赤目まちづくり委員会へ視察に伺い、若い方

や女性も参画し、様々な住民同士が協働により

地域をよりよくするために取り組んでいる状況

についての説明を受けた後、コロナ禍における

活動の苦労や活動を継続するための秘訣につい

てなど、積極的な意見交換を実施することがで

きました。

2 0 2 3年 8月

問い合わせ先：協働推進課

電　話　　　：0561-32-8025みよし市区長協議会

みよし市区長研修において、赤目まちづくり委員会へ視察に伺いました。

　名張市では、おおむね小学校区に地域づくり委員会を設置し、地域課題の解

決、地域振興及び住民交流な  どの事業を行っています。赤目まちづくり委員会

は、赤目町内を拠点とし、様々なことを行っています。  

赤目町ってどんな町？

赤目まちづくり委員会って？

　赤目町は、三重県名張市の西南部に位置し、関西方面からの名張の玄関口に

ある地域です。

　町内には、赤目四十八滝に代表される景勝地を有し、古い歴史と貴重な文化

財が残されており、住民相互の連帯意識も強い町です。

　毎年、赤目四十八滝では、大小2000本余りの竹あかりが彩る「竹あかりフ

ェスティバル」を開催し、多くの人々が来場されています。

　意見交流会の終わりに、みよし市の市章と市の花「サツキ」が入った竹あ

かりをお土産にいただきました。

　令和５年８月中に市役所正面玄関で掲示しますので、ご覧ください。
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ふれあいサロン

忍たま広場　
ふれあいサロン
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　荒木又右衛門は、１５９９年 ( 慶長４年 ) ～１６３８年 ( 寛永
15 年 ) 江戸初期の剣客。伊賀国荒木村出身で、剣を柳生十兵衛に
学ぶ。仇討は１６３４年 (寛永 11 年 ) 義弟渡辺数馬を助け、伊賀
上野の鍵屋の辻で弟源太夫の仇河合又五郎を討った実話。
　曾我兄弟の仇討ちと赤穂浪士の討ち入りに並ぶ日本三大仇討の
一つ「伊賀越仇討 (鍵屋の辻の決闘 )」で有名です。
　又右衛門の本姓は服部氏で、伊賀国 ( 三重県 ) 服部郷荒木村生
まれ。父の服部平左衛門は藤堂高虎に仕えて１５０石取りであっ
たが、浪人してのち備前の池田忠雄に３００石で仕えた。「伊賀越
の仇討」は、講談などで「３６人斬り」と脚色されているが、史
実では河合側死者４人のうち、又右衛門が２人を斬った。１６３
８年８月１２日、数馬と共に鳥取藩に引きとられたが、１６日目
に４０歳で没している。死因については毒殺など諸説ある。
　１６３０年（寛永 7 年）７月１１日、岡山藩主池田忠雄が寵愛
する小姓の渡辺源太夫に藩士・河合又五郎が横恋慕して関係を迫
るが、拒絶され又五郎は逆上して源太夫を殺害。又五郎は脱藩し
て江戸へ逐電、旗本の安藤次右衛門正珍にかくまわれた。激怒し
た忠雄は、幕府に又五郎の引渡しを要求するが、安藤次右衛門は
旗本仲間と結託してこれを拒否し外様大名と旗本の面子をかけた
争いに発展。１６３２年（寛永 9 年）、忠雄が疱瘡のため急死した。
よほど無念だったのか死の間際に「読経よりも又五郎の首を墓前
に供えよ」と、又五郎を討つように遺言を残した。源太夫の兄・
渡辺数馬は仇討ちをせざるをえない立場に追い込まれた。
　剣術が未熟な数馬は、姉婿の新陰流剣豪・郡山藩剣術指南役の

荒木又右衛門に助太刀を依頼。数馬と又右衛門は又五郎の行方を
捜し回り、１６３４年１１月に又五郎が奈良の旧郡山藩士の屋敷
にいることを突き止める。又五郎は危険を察し、再び江戸へ逃れ
ようと伊賀路を逃走、それを知り道中の鍵屋の辻で待ち伏せする。
　又五郎一行は、叔父で元郡山藩剣術指南役河合甚左衛門、妹婿
で槍の名人の桜井半兵衛などが護衛に付き、総勢１１人。待ち伏
せ側は数馬と又右衛門それに門弟の岩本孫右衛門、河合武右衛門
の４人だけ。１１月７日早朝、鍵屋の辻で待ち伏せを知らない又
五郎一行に数馬、又右衛門らが切り込み、決闘が始まる。孫右衛
門と武右衛門が馬上の桜井半兵衛と槍持ちに斬りつけ、半兵衛に
槍を渡さない様にした。又右衛門は馬上の河合甚左衛門の足を斬
り、落馬したところを切り伏せた。次いで、孫右衛門と武右衛門
が相手をしていた桜井半兵衛を打ち倒す。このとき武右衛門が斬
られて命を落としている。
　又五郎側の多くは戦意を喪失し、逃げてしまう。 逃げ遅れた又
五郎は数馬、又右衛門らに取り囲まれたが、剣術に慣れていない
二人は、延々５時間もの斬り合いの末、やっと数馬が又五郎に傷
を負わせたところで、又右衛門がとどめを刺した。見事本懐を遂
げた数馬と又右衛門は世間の注目を集め、特に、実質仇討ちを主
導した荒木又右衛門は賞賛を浴びた。
　鍵屋の辻は、伊勢街道と奈良街道の分岐点「みぎいせみち　ひ
だりなら道」と刻する１８２８年 ( 文政 11 年）の道標があり、
現在は「鍵屋の辻史跡公園」。園内には荒木又右衛門の遺品や錦
絵などを展示した伊賀越資料館 ( 休館中 ) や数馬茶屋 ( 工事中 )
などがある。数馬茶屋は、１９２９年築の木造平屋の茶店。国文
学者の羽仁新五が戦後まもなく文化活動の拠点とし、放送作家の
永六輔、日本文学者のドナルド・キーンら多くの著名人が訪れた。

★9/13( 水 ) ふれあいサロン

★9/27( 水 ) 忍たま広場 ・ふれあいサロン
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こども映写会①

今後の赤目まちづくり・市民センター行事の取組みについて　

◎今後の催しは、コロナ以前の状態に戻し開催させて頂く予定を

しています。ただし状況により規模の縮小などして開催しますの

で、ご了承下さい。なお熱中症、コロナ感染など体調管理には各

自で十分気をつけてください。奮ってご自由に、ご参加ください。

・１０月２８日 (土 )～３０日 (月 )開催予定の赤目市民センター

まつりも、サークル発表・展示・出店 (バザー )・講演など予定し

ています。

※皆様のご協力・参加をお待ちしております。連絡 63-0329 まで。

相楽出前健康
教室

市特定検診

２学期始業式

新・歴史散策紀行…「伊賀・赤目文化遺産」

荒木又右衛門と鍵屋の辻

8月7日～9月3日までの予定

 ９月の行事予定 ９月の行事予定

＜お知らせ＞　
※8月 5日 (土 )17 時からの「夏まつり」は、コロナ以前同様に吹奏楽・
生演奏・盆踊り、バザーなどを開催。ご参加をお待ちしています。

星空観察会 サンサンカレー

茶道体験

ELP健康教室

ご参加をお待ちしています。

三船敏郎主演映画化 歌舞伎絵鍵屋辻の決闘看板 勝川春亭画 「伊賀越道中双六」又右衛門生誕の碑 数馬茶屋 鍵屋の辻の道標

                       令和5年８月  

赤目町の皆さんへ 

                       

赤目まちづくり委員会                     

                 健康福祉部 

 

 ELP健康教室のご案内    
 

“ あなたの身体
か ら だ

 測
はか

ってみませんか ″ 
●骨密度  ●インボディ(体脂肪 etc.)  

●握力  ●腹筋  ●前屈 

「自らの健康は自らが守る」という認識と自覚を高めるために、健康教室

を開催します。 

加齢とともに体力の衰えと、栄養状態から筋力の低下を招くこともあり、

外出が減るなどの結果、介護が必要になる場合もあります。健康的な毎日を

過ごすためにも、体力を維持することが大切です。まずは、体力測定から…。 

日 時  ８月１6日（水） 午前１０時～１１時３０分 

場 所  赤目市民センター 大会議室 

担 当  名張市健康・子育て支援室、、赤目まちの保健室  

 

 

※当日は、マスクの着用をお願いいたします。 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期となる 

場合があります。 

☆名張ケンコー！マイレージ対象イベントです。 

史跡公園に


